


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

※１ この計画は、横浜市教育委員会の定める「学校版マニフェスト（中期学校運営計画）」として、平成２０年１月に案を作成し、平成２０年 

 ２月常盤台小学校・学校運営協議会にて検討していただき策定しました。 

※２ ◎は重点項目 

 

５ その他                                ○平成２１年度の創立５０周年に向けて、平成２０年は実行委員会を立ち上げ

基本的な方向作り、準備に取り組みます。そして子どもたちの思いや力を

生かした周年事業を行います。 

                  ･増加が予想される若手教職員の育成を図るため、教育委員会主催の研修を活用するとともに校内研修を充 

人材育成の考え方       実させ、学級経営力の向上に努めます。 

                  ・校務分掌においては経験、また適性等に応じて、その力を発揮できるようにし、ベテラン職員層の活用を図る

  とともに、若手層の学校運営の一員としての自覚を高めます。                             

平成20年度の重点   ◎子ども一人ひとりの思いや願い、持っている力を生かし、「達成感」のもてる教育活動の実践。 

取組項目           ○分かりやすい授業―授業改善を目指して、今年度は「英語」授業研究を通しての指導力の向上に  

努めます。 

○実行委員会を立ち上げ、子どもの思い、願い、力を生かして取り組みます。 

  ・常小オリンピック  ・ときわフェティバル  ・校外学習  ・宿泊体験学習                 

○朝の読書の時間を週一回  水曜日に行います。 

  ・２０年度は、月２回  １年～４年で読み聞かせに取り組みます。 

○保護者・地域（横浜国大）の教育力を活用した取り組みを行います。                     

  ・クラブボランティア  

  ・読み聞かせ                                                       

  ・がやっこ先生（学生アシスタントティーチヤー）の活用。                            

○子ども人権会議の活動―[笑顔で仲良し、平和な学校]。人権教室の開催。一人ひとりの子どもが   

  自分を発揮できるよう努めます。 

                ◎学習環境を子どもたちにとってより良いものにして行きます。 

○少人数・専科枠配当教員を学級担任にするなど工夫して、４０人近い学級を３０～３５人学級に編成  

し直し、少人数学級を実現します。                                          

○保護者・地域の協力を得て、子どもたちが安心して過ごせる地域づくりを目指します。          

  ・校門及び学区内での見守り活動・・・・・・・安全パトロール隊・常小チェッカーズ              

   

学校運営協議会での    ○保護者・地域の協力を生かして、ゆったりと子ども達の教育に取り組んで欲しい。 

意見             ○子どもたちの読書への関心を高めるために、さらにいろいろな工夫をして取り組んで欲しい。 

 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　各自が自己を振り返り授業改善に取り組んでいる。分かりやすい授業目ざしている。　　

これまでの取組結果　　　がやっこ先生は2名が積極的に常小オリンピックや授業に関わっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　校門や学区内の安全パトロールや見守り活動も積極的に行われている。

 

      


